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本論文は作物生育の基礎となる光合成にZ、要不可欠な要素である C叺に着伺し、農業用ハウ
スで栽培されているトマトへCO0施用を行った場合にっいて、ハウス内のCO。の詳細な分布を実
験と数値モテルにより明らかにしたものである。主た、その前段階として光合成をりアルタイ
ムで計測できるチャンバー内の訥絲Wな気流および CO',分布を計測L、チャンバー内気流のπ辻勺
一性を軽減するための方法も数値モデルにより明らかにしている。本論文は7つの章で構成さ
れている。第1章では、抽物成長と気流制御および C0リ迩用との関連件にっいくの既往の知見
をまとめ、本論文の同的を示している。第2章では、光合成計測チャンバーを用いた気流およ
びCO'濃度のミN則手法と計測結果を示し、同時に本学の農業用ハウスにおける CO。沸庁計測の井
果も示している。第3章では、気流および CO・,分1斤予測に関する数値モデルにっいて支配方程
式d尭界条件を示したのち、前章で得られたデータを用いてモデルの検証を行い数値モデルの
有用性を示している。第4章および第S章では、光合成計測チャンバー内の気流の不均一性の
軽減を目的として、チャンバーの天井に取り付けられている排気ファンの配置の変更(第4章)、
透明なアクリル板の設置(第5章)にっいて検剖L、それぞれの効果を明らかにしてぃる。第
6章では、<ウスで1鄭音されているトマト群落への C0リ迩用に着珂し、ハウス側窓の開閉、天
候の違いおJマびハウス側窓から流入する気流の速座とハウス内のΦ.濃度分布との関述性を明
らかにしている。第7章は、本論文の結果と苦察がまとめられている。

文内容 の 要

二酸化炭素(CO0)は光、水と同様、値物の光合成にg、要不可欠な要素であり、施設園芸にお
いてはイ乍吻の.品.質や収穫量を安定化させるためC住を人為的に与える「CO。施井山が行われるこ
とが多い。CO.施用による作物収量の増加は、既往研究および農業従事者の経験等により硫認さ
れているが一喪業用<ウスのどの割巧)にどのくらいの量の CO.を勺'.えれぱよいかは化ず太として
現場の経験ど勘に頼る部分が多く、それゆえ CO。施用を行った際の詳細な濃座分布は不明であ
ることが多い。本研究は、値物による C住の吸収の効果を村リ幻△んだ数値流体力学モデルを構
築し、農業用ハウスにおける CO0 施用時の濃度分布を、ハウス側窓の開閉、天候の違いおよび
ハウス側窓から流入する会U流速の述いとの関連から明らかにしたものである。研究はま司斗剛究
した数値モデルの紗薪正用データの取得を1Ξ1的として、光合成計測チャン,バーを使用し六気流お
よぴ C住濃度分布の計測から始まり、計測の.過程でチャンバー内の気流分布の不均・一牲を明ら
かに寸、るとともに、それを屯磯咸するためのノf飛の効果を泥d直モデルにより明らかにし・ぐぃる。
その結果、チ・Υンバー内気流の不竹上寸生を司輸咸するためには、チャンバー犬J、W)端部に設麗さ
れている複数の排気ファンを火井の中央部に移動寸るこど、主たは、対角線卜に配朧・上ること
が効果的であるこどを明らかにしている。ただし、ファンを天・井外楡祁から移動するとΠ射の人
身、1'び)ωj{ナ'(C力とること力、ら、ファン(ノ)イ立1丑t土そd)主主{こし、ヨ、・・Υンノ弌一仏j_1二訊gこ透川1力とフ'クリノレ
板を入れるこどに上る下均一性山1県減効果も併・せて検討L、排気ファン1血下にチャンバーの水
平1折山i二価程度のアクリル板を彫X置tるこ上が最も不均一件を幌1咸寸るこ上、次いで、水平ル廂可

が フ'クリ 1モ、ゞ{三 設:1 i:ニ:.'
ら入,"ヨ_

こしり、父,くU、＼、Xノ、ー'ノ ブ'/

ている、次に、 C0ご施π]き行っーぐいる<ウスで副'1則されたα)」河幻広データをルハ、、ぐモデル〔乃11iul
'1生を様斎忍したのら、<ウス仙1窓の開閉、雨火・賭天およUq則窓から山外気山所ジ＼山何叫山そオ1
ぞ11つし、πr co」 1農座ヲ)イiHこ,1jえる 1形'郡を1金1寸 L (、し、る、,:t{D糸吉1荘ノ、ウスタト訊D卜ら U)iイ・ιノ＼力§か
い場合お上び天候の述い q打天・1晴ヲ0 は瀞り女っシ布の均・・寸生に詞会蝶却り.ないが外、訊勤W <
ウスへ流,人がある場合、濃座そのものは低下tるが均・・性はより高くなるー,しを明らかにしく
いる、以上4)市ξ牙Uよ施ミ生園芸における C住施用の県1礎的矢11見を与える 1)のであり、こ11ら山糸吉
果を主上めた本論文は博上C1シ挙)の学位才兪文に細当tるも山と刊ホした.
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